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I 研 究 目 的

昨年度,いわゆる育児不安-育児困難感を規定する

要因に関する研究を報告した(文献8)。また,今年度,

新たに昨年度の質問紙を0歳児,1歳児,2歳児,3

から6歳児の4つの年齢段階ごとに再構成したものを

作成し,それに基づいて「子ども総研式育児支援質問

紙」(試案)を作成した(文献6)。現在,これの臨床

的な妥当性を検討するために,小児科外来,保健セン

ター等の乳幼児健康診査などの場において資料を収集

しているところである。

この「子ども総研式育児支援質問紙」は上に述べた

4つの年齢段階ごとに作られている。質問紙に回答を

求めた後に,検査者は各領域ごとの粗点を算出する。

この粗点に基づいて1から5点に分布する標準得点

(SS)に換算する。この得点は高くなるほど,ネガ

ティブになるように構成してある。各領域の標準得点

からプロフィール図を作成するようになっている。

なお,育児困難感に関わる領域はO歳児のみ1種類

であるが,他の年齢は育児困難感IとIIとに分かれて

いるのでAとBにわけ,それぞれタイプIとIIに対応

している。プロフィールの見方は育児困難感(Iでも

Ⅱでも)がSS4点ないし,5点であった場合,心理

相談をすすめることが望ましい。とくに5点である場

合は要注意である。また,育児困難感得点が高く,か

つ,他の尺度のSS得点,たとえば,母親の(:不安)

抑うつ,夫・父親・家族機能のSS得点が高い場合に

はとりわけ注意深い母親面接が必要になる。といった

ように活用することができる。

昨年度,旧資料に基づいて「育児困難感」を規定す

る要因の分析を行い,ある程度の知見を得ることがで

きた。

本報告の目的は,今回の4年齢段階に区分した最新

の資料に基づき,育児困難感を規定する要因の分析を

あらためて行うことである。そして,臨床的な活用を

図るための資料を得ることにある。

-

II 研 究 方 法

1 調査項目の選定

これまでの論文に用いた調査項目より得られた知見

を再検討し,更に児の年齢区分を発達的な相違を考慮

に入れてO歳児,1歳児,2歳児,3歳-6歳児(3

歳以上)の4段階に分け調査項目を選んだ。

調査項目は次のように分けた。 1.育児に関する項

目(0歳児版12項目,1歳児版14項目,2歳児版15項

目,3歳以上版15項目), 2.妊娠,出産後の精神症状

に関する5項目(全年齢共通), 3.父親に関する項目

(O歳児版16項目,1歳児版17項目,2歳児版15項目,

3歳児版15項目), 4.家庭機能に関する項目(0歳児

版7項目,1歳児版9項目,2歳児版8項目,3歳児

版8項目),5.母親と子どもに関する項目(O歳児版

5項目,1歳児版5項目,2歳児版7項目,3歳児版

8項目), 6.子どもの問題に関する項目(O歳児版10

項目,1歳児版12項目,2歳児版9項目,3歳児版14

項目), 7.母親の心の状態に関する項目(O歳児版12

項目,1歳児版9項目,2歳児版9項目,3歳児版9

項目), 8.父親の心の状態に関する項目(0歳児版11

項目,1歳児版7項目,2歳児版11項目,3歳児版11

項目), 9.生後半年までの乳児の特徴に関する7項目

(全年齢共通)である。まとめると,0歳児版は85項

目,1歳児版は85項目,2歳児版は86項目,3歳児版

は92項目である。これに加えて全年齢共通に母親,父

親,児の年(月)齢,子どもの性,同居家族,日中の

主な養育者,母親の仕事,妊娠･出産時の異常の有無,

妊娠週数,出生体重である。

2 調査対象

対象は,0歳児を持つ母親742名内有効標本638名(男

児54.0%,女児46.0%)√1歳児530名内有効標本452名

(男児51.8%,女児48.2%), 2歳児318名内有効標本

226名(男児51.1%,女児48.9%), 3歳児以上1258名

内有効標本1245名(男児50.4%,女児49.6%であり,

3歳児285名22.9%, 4歳児335名26.9%, 5歳児398名

32.0%, 6歳児227名18.2%),計2848名有効標本2561
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名である｡性別は男児1315名(51.4%),女児1246名(48.

6%)であった。母親の就労は,0歳児フルタイム12.

7%,パートタイム5.7%,自営3.3%,主婦66.1%であ

る。 1歳児フルタイム23.6%,パートタイム10.4%。

自営2.9%,主婦61.1%であった。2歳児ではフルタイ

ム30.1%,パートタイム8.4%,自営4.9%,主婦51.1%。

3歳以上ではフルタイム21.0%,パートタイム12.2%,

自営5.5%であり,主婦は57.7%であった。若干の異同

はあるものの属性は昨年度調査とほぼ一致していた。

3 調査方法

調査地域は,北海道札幌市,秋田県由利郡,東京都

区内,神奈川県源老名市,千葉県佐倉市,愛知県豊橋

市,同刈谷市,山梨県,高知県南国市,沖縄県平良市

である。調査場所は乳幼児健診,保育所,幼稚園,小

児科外来などであり,回収方法は健診ではその場ない

しはあらかじめ郵送し健診時に回収,保育所,幼稚園

は園を通して配布回収した。回収率は,各年齢ともに

おおよそ75%である。

4 整理方法

上に述べた方法によって得られたデータについて。

①全調査項目を主成分分析(バリマックス回転)行っ

た。その際に,各項目はネガティブな反応ほど得点を

高くするために(表3-1から4まで,Rの付いた項

目)スコアを逆転して入力した。なお,今回,因子分

析でなく主成分分析を行ったのは因子分析では相関行

列の計算処理上に問題が生じたためである。ただし,

今回の目的には主成分分析であっても何ら問題がない

ので用いることにした。計算処理はSPSS for Win-

dows V9.0Jを使用した。

②主成分分析の結果は表1に示す通りである。各主

成分を構成する項目群の単純加算を求め,それを得点

とした。上に述べたように得点が高いほどネガティブ

になる。なお,この結果の詳細は文献6を参照された

しl。

③昨年度とは異なって,今年度資料では「育児困難

感」は0歳児ではタイプI,その他の年齢群はタイプ

IとⅡとに分かれた。そこで,各タイプを従属変数,

他の要因を説明変数とする重回帰分析(ステップワイ

ズ法)をおこなった。なお,0歳児でタイプIと称し

ているのはそれを構成する項目群が他のタイプIと類

似しているからである。また,各年齢のタイプⅡも内

容的にほぼ同じものといえる。

「育児困難感」を構成する質問項目群は表3-1か

ら4に示した。表内の項目名のRは逆転項目を11は

領域1(育児に関する項目の1)を示している。

また,重回帰分析で問題となることの多い多重共線

性の問題は認められなかった。また,分散分析におい

ても回帰分析に支障のないことを確認した。

-

④重回帰分析の結果,意味のある説明変数となりえ

た因子のみそれを構成する質問項目のリストをあげ

た。(表2-1)

IⅡ結果と考察

1 0歳児の重回帰分析一育児困難感1

0歳児では第5成分「育児困難感I(心配・困惑・

不適格感)」を従属変数,他の4成分を説明変数として

分析を行った。その結果,モデルは3つ抽出され,相

関比が最も大きかったモデル3を採用した。これを構

成するのは第2成分「母親の不安・抑うつ傾向」標準

化係数｡481,第3成分「Difficult Baby」同｡195,第1

成分「夫･父親･家庭機能の問題」｡109であった。した

がって,第4成分「夫の心身不調」は除かれた。

育児困難感一「育児に自信が持てない」「子どものこ

とでどうしたらよいかわからない」「どのようにしつけ

たら良いかわからない」(表3-1)など育児に対する

心配・困惑・不適格感がそこにはみられる。この育児

困難感に最も大きな影響をもたらしているのは「母親

の不安・抑うつ傾向」である。これは表3~1に示し

たようにF気が滅入るjF不安や恐怖感におそわれるj

「悲観的である」「とても心配性であれこれ気に病む」

「精神的に不調」などの項目群からなりたっている。

対象となっている母親たちは赤ちゃんを産んで1年以

内であり,出産後のマタニテイ・ブルーズなどの影響

も考えられる。生後半年以内と以降とを分けて分析す

る必要があるかもしれない。

第3成分の「Difficult Baby」-よく泣いてなだめにく

い」「わけも分からず泣く」「あまり眠らない」などの

育てにくい,取り扱いの難しい子どもーもまた一要因

となっているが,子ども側の気質が「育てにくい,取

り扱いの難しい赤ちゃん」である場合,母親はとまど

い,自分の育児が誤っているのではないか,子育てに

自信が持てなくなり,不安感に陥り,抑うつ感情にと

らわれがちである。こうした抑うつ感情は子どもへの

虐待との関係が指摘されているところであり,要注意

である(文献7)。

さらに第1成分「夫･父親･家庭機能の問題」は「夫

は私や子どものためによくしてくれる(R)く逆転項目

以下同じ」「夫は精神的に私を支えてくれる(R)」「父

親としての自覚が足りない」「夫は子育ての大変さなど

私の著労をわかっていない」などから構成されている。

これは夫を中心とした家庭機能が不全であるとき母親

の子育てを困難にするということである。これはサイ

コ・ソーシャル・サポートの必要性を示したものとし

て注目すべき結果である。

表1 成分命名リスト
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2 1歳児の重回帰分析

2-1.育児困難感I(心配・困惑・不適格感)

第3成分「育児困難感I」を従属変数,他の6成分

を説明変数として分析を行った。その結果,相関比が｡

506ともっとも大きかったモデル4を採用した｡説明変

数として有効であったのは,第5成分[育児困難感II]

標準化係数｡596,ついで,第6成分「母親の抑うっ傾

向」同｡126,第2成分「夫の心身不調」同｡100,第4

成分FDifficult Baby」同｡071の4つであった。第1成

分「夫の役割」,第7成分「家庭機能の問題」は除かれ

た。

最も有効である要因は第5成分「育児困難感II」で

あったが,これはタイプIが「心配･困惑･不適格感」

であるのに対してタイプ2は「(子どもへの)ネガティ

ブな感情・攻撃衝動性」であるが,タイプ2が1の原

因となっているというよりも相互に深い関係があり,

それは相互に影響し合うものであろう。

次の第6成分「母親の抑うつ傾向」は「心配性であ

れこれ気に病む」「何事にも敏感に感じすぎてしまう」

「楽天的でくよくよ考えない」「悲観的になりやすい」

であり,育児の不全感や自分の母親としての不適格性

を高める要因となっている。もともと育児がうまくい

かないことが母親のこうした抑うつ傾向を高めること

になっているとも考えられるので,従属,独立の変数

関係は逆転しているかもしれない。他方ではもともと

母親自身が性格的に抑うつ傾向の強い人であれば,あ

るいは乳児期からの「不安・抑うつ傾向」をそのまま

維持しているならば,母親の困魅感を高める要因とな

ると考えられる。

2 ― 2.育児困難感II(ネガティブな感情,攻撃衝

動性)

第5成分「育児困難感II」を従属変数,他の6成分

を説明変数として分析を行った。その結果,相関比が｡

523ともっとも大きかったモデル2を採用した｡説明変

数として有効であったのは,第3成分「育児困難感I」

標準化係数｡576,ついで,第6成分「母親の抑うつ傾

向」同｡246の2つであった。残りの4成分は除外され

た。

育児困難感Iとの関連は上記に述べたことと同じで

ある。

第6成分の「母親の抑うつ傾向」がここでも現れた

が,これがタイプ2のような□子どもへの)ネガティ

ブな感情・攻撃衝動性」と結びつくと上でも指摘した

ように母親はこうした衝動性を抑制できず,子どもへ

の虐待という形で行動化していく恐れが高いという点

でこの両者のSS得点が高い場合には,格別の注意を

払う必要がある。

3 2歳児の重回帰分析

3-1.育児困難感I

第5成分「育児困難感I」を従属変数,他の5成分

を説明変数として分析を行った。その結果,相関比が｡

513ともっとも大きかったモデル3を採用した｡説明変

数として有効であったのは,第3成分「母親の不安・

抑うつ傾向」標準化係数｡380,第6成分「育児困難感

II」同｡327,第1主成分「夫･父親･家庭機能の問題」

同｡173である。除外されたのは第2成分「夫の心身不

調J,第4成分「Difficult BabyJ である。

第3成分「母親の不安・抑うつ傾向」は「心配性で

あれこれ気に病む」「悲観的である」「何事にも敏感に

感じすぎてしまう」などから構成されている。これも

2-1で指摘したのと同様のことが考えられる。

第1成分「夫・父親・家庭機能の問題」は「夫は私

や子どものためによくしてくれる(R)」「夫は精神的

に私を支えてくれる(R)」「育児のことで相談にのっ

てくれる(R)」などから成り立っている。これも上に

述べたとおりであるが,夫や家庭機能の問題は母親の

子育てを支える重要なものでこれまでのわれわれの父

親研究でも指摘してきたところでもある。
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3-2.育児困難感IT

第6成分「育児困難感Ⅱ」を従属変数,他の5成分

を説明変数として分析を行った。その結果,相関比が｡

462ともっとも大きかったモデル2を採用した｡説明変

数として有効であったのは,第3成分「母親の不安・

抑うつ傾向」標準化係数｡388,ついで第5主成分「育

児困難感I」同｡365であった。他の3成分は有効な説

明変数とはならなかった。

第3成分及び第5成分は上で述べてきたことの繰り

返しになるので省略する。

4 3歳以上の重回帰分析

4 ― 1.育児困難感I

第2成分「育児困難感I」を従属変数,他の6成分

を説明変数として分析を行った。その結果,相関比が｡

568ともっとも大きかったモデル4を採用した｡説明変

数として有効であったのは,第7成分「育児困難感II」

標準化係数｡583,第4成分「母親の抑うつ傾向」同｡165,

第1成分「夫・父親の役割問題」同｡104,第3成分

「Difficult Baby」｡072であった。除かれたのは第5成

分「家庭機能の問題」,第6成分「夫の心身不調」の2

つだった。

いずれもこれまでに述べてきたことと変わりがない

が,ここでは第5成分のF家庭機能」が外れていたこ

とに触れたい。主成分分析を行うと,「夫･父親の役割

問題」とこの「家庭機能」はひとまとまりになる場合

と,二つに分かれる場合とがある。これがなぜそうな

るかは不明であるが,家庭機能よりも夫・父親の役割

問題の方が負荷量が高くなる傾向があり,同一成分に

なる場合でも後者の方が主たる構成要素になっている

ことが多い。これは夫・父親の役割機能の中に家庭機

能が含まれる部分があるためとも思われる。

4-2.育児困難感II

第7成分「育児困難感II」を従属変数,他の6成分

を説明変数とする分析を行った。その結果,相関比が｡

580ともっとも大きかったモデル3を採用する｡説明変

数として有効であったのは,第2成分「育児困難感I」

標準化係数｡571,第4成分「母親の抑うつ傾向」同｡245,

第5成分「家庭機能の問題」同｡056であり,残りの3

成分は除外された。

ここでは「家庭機能の問題」がはじめて規定要因と

してあがってきた。これは「家庭の中がしっくりいか

ない」「何かと家庭内にもめ事が起こる」「家族の中で

私だけがつらい思いをしている」「家族は子育ての大変

さを理解していない」などから構成されている。これ

は子どもの年齢も3から6歳児ということでO歳や1

歳児群などと比べてきょうだいやその他の家族(祖父

母など)がいることが多くなり,家庭内での母親の役

割が複雑多岐に,質的にも,量的にも負担が重たくなっ

てきていて,その中での母親の孤立感や負担感が反映

しているものと思われる。標準化係数が小さいのであ

まり強調しない方が適当であるとは思うが,やはり,

要注意事項であると考える。

5 育児困難感の規定要因

5-1.全体を通じて

以上にみてきたことから育児困難感の規定要因につ

いて全做的に考えたい。

表2-1に有効な説明変数のリストをあげた。これ

によると育児困難感(タイプに関わりなく)に影響を

与えている要因は母親の精神状態(不安・抑うつ傾向

ないし抑うつ傾向)や夫・父親の問題や家庭機能の問

題,そして子どもの気質(Difficult Baby),この3つ

に集約されるといえる。

第1の母親の精神状態は他の要因からの影響を受け

やすいだけでなく,母親の性格に起因しているところ

もあると推測される。つまり落ち込みやすいとか,不

安の強い性格や神経症的などである。これらが育児を

自ら難しくしてしまうということがある。

第2の夫・父親,家庭機能の問題は母親を支える機

能であり,母親が安心して子育てをしていくための必

須の要件といえる。これが機能しないと子育ては危機

的になると予想される。この問題では父親(夫)役割

をいかに高めていくかが課題となる。そのために保健

指導や育児相談の場において父親面接が必要となるこ

とがあるだろう。

第3に子どもの気質は早期からの母子関係の形成を

困難にするものとして重要である。この問題は比較的

見逃されやすいもので,母親は自分のせいでこの子は

このようになってしまったと思いがちである。 ときに

は周囲から子育てに問題があるとか,愛情不足などと

指摘されて,余計に自信を失ったり,不安に駆られた

りするものである。子ども側にも取り扱い難さがある

ことを指摘することで母親は安心することができ,適

切に対応できるようになったり,ゆとりを持って接す

ることができるようになることが育児相談をしている

と経験的によくみることができる。

育児相談を受ける場合には,これらの要因が育児困

難のタイプIまたはII,ときには両方に影響を強く与

えているものと予想しておく必要がある。したがって,

母親の訴えに注意深く耳を傾けることは当然のことで

あるとして,この3つのポイントに関してより一層の

配慮を払うようにしなければならない。

筆者は子どもを虐待してしまうという母親面接の中

で母親に抑うつ状態が認められ,精神科受診,投薬に

より安定した事例を経験している。また,父親(夫)

の役割は重要であり,父親面接が有効である。
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5-2.昨年度との比較

昨年度の有効な説明変数リストを表2-2に示し

た。これと表2-1を比べると子どもに関する要因が

昨年度にはみられたが,今年度はみられないというこ

とである｡昨年度との違いは質問領域は同じであるが,

昨年度の分析を受けて項目数を減らしたこと,年齢群

を3群から4群に分けたこと,分析方法を因子分析か

ら主成分分析に変更したこと,などがその原因として

考えられる。ただし,一致点としては「母親の抑うつ

傾向」「DifficultBaby」(扱いにくい子どもを含む)。

「家庭機能の問題」が上がってきていることである。

これらは上に述べた3つの要因と重なり合うところが

ある。したがって,育児困難感に影響を与える基本的

な要因として考えて良いと思う。

表2-2 昨年度研究から一重回帰分析による有効な説明変

数リスト

注:★3年齢群共通 ○1-2歳,2-6歳共通

6 まとめ

近年,筆者の関わっている保健センター等の育児相

談や乳幼児健診の際に,育児の悩み,不安,自信喪失

を訴える母親の相談が増えている。また,子どもを虐

待してしまうという相談も受けることがある。上に述

べたように,こうした母親を支援していくために,わ

れわれはここ数年,育児不安に関する研究を行ってき

た。そして「子ども総研式育児支援質問紙」(試案)を

作成,現在,臨床活用を試行し始めたところである。

今回の分析を通して,同質問紙によって描かれるプロ

フィールを解釈していく上で,各年齢群においてどの

ような要因が育児困難感を助長するかという知見が今

回の分析により,ある程度得られたことである。たと

えば,3歳児で育児困難感IのSS得点が高いときに

ほかの領域,上に述べたような3つ領域のSS得点の

高低をみながら面接をすすめていったり,親を理解し,

子育てを支援していくための資料が得られるとだろ

う。この質問紙の活用により育児相談,育児支援の方

策を考えていくことができるものと思う。

今後は,子どもの属性(乳児期では6ヶ月未満,1

歳未満に,3歳児以上も3歳,4歳,5歳,6歳と分

けたり,性別や一人っ子かどうかなどによって)や母

親の属性(就労の有無など)に基づく分析をとおして

細かな解釈が可能になるように検討を重ねていきた
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VI。

さらに,本質問紙を縦断的に利用していくことも考

えたい。
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表3-3

主成分分析と信頼性分析(α係数)
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